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GI登録「益田アムスメロン」初出荷益田市は、山口県と接し山陰地方の日本海型気候の中でも温暖な地域で、中国山地を源とする清流

高津川の下流に発展した都市です。高津川下流域は、砂壌土が多く県内でも屈指のハウスメロン栽培

地であり、本年に GI登録された「益田アムスメロン」の初出荷を迎えました。 

 

「益田メロンの歴史」 

益田市で、最初にメロン栽培が行われた飯田地区は、水

捌けの良い畑地で、古くから様々な野菜などの栽培が行な

われていました。しかし、少量多品目では、長時間労働の

割には収益性が低いため、収益性が高く名産品となる作物

を求め、何度も地域で話合い「メロン」の栽培に取り組む

こととしました。 

昭和 48年からメロンの生産を始め、昭和 51年にはもっ

と甘く品質の良い「アムスメロン」の栽培が始まり、市内

に広まっていきました。昭和 55年には、「益田アムスメロ

ン」のブランド名を立ち上げ、産地全体で統一した栽培管

理が始まりました。平成 5年には、独自の栽培技術「立体

栽培」を確立し、肥料メーカーと共同で益田アムスメロン専用肥料を開発するなど、現在では益田市

を代表する名産品となり、県内のアムスメロンの約 8割を生産するまでに育ちました。 

 

「GIへの登録」 

50年にわたる、地域の産地化に向けた栽培努力と、大阪市場などの高

い品質評価を後押しに、「地理的表示制度（GI）」（※1）への登録機運が高

まりました。令和 6年 3月、JAしまね益田メロン部会を中心に立ち上げ

た「益田アムスメロン振興協議会」が登録申請し、翌年 1月 30日に県内

3番目（※2）となる、GI登録「益田アムスメロン」が誕生しました。 

（※1）地理的表示制度とは、特定の産地と品質、社会的評価等の特性の面で結びつきの            

………..ある農林水産物・食品等の産地の名称を知的財産として保護する制度。 

（※2）他の県内 GI登録は、「東出雲のまる畑ほし柿」、「三瓶そば」。 

「初出荷式」 

5月 29日、島根県知事、益田市長のほか関係者各位の出席を得て、GI登

録後初となる令和 7年産の「益田アムスメロン」の出荷式が、JAしまね西

いわみ飯田選果場で行われ、選果された 3農家のメロン 550ケース（約

2,750㎏）が大阪市場などへ出荷されました。今期のメロン全体の販売額

は２億４千 6百万円を目標とされています。 

 JAしまね益田メロン部会の世

良竜一部会長は、「益田アムスメ

ロンの特徴は、甘く水々しいこと。50年の栽培実績と清

流高津川の水が GIの地理的特徴となった。」、「今までは、

JA共販の島根アムスメロンでの販売であったが、今後は

より品質を向上させ、GI益田アムスメロンとして多く販

売したい。」などと話されました。 

益田アムスメロン 

GI マークの専用ケース 

選果されるアムスメロン 

市場へ出荷される益田アムスメロン 

アムスメロン（島根県益田市）
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応 募 受 付 中
応 募 期 間

令和 7年6月2日(月)～令和 7年8月12日(火)

詳しくはこちらをご覧ください。
https://www.discovermuranotakara.com/
「ディスカバー農山漁村の宝アワード」ホームページ

（特設Webサイト：外部リンク）

募集する取組 （団体部門・個人部門）
農林水産業・地域の活力創造につながる、次の①から③のいずれかに
該当する取組（あなたの農山漁村の宝）を教えてください。
•① 美しく伝統ある農山漁村の次世代への継承
•② 幅広い分野・地域との連携による農林水産業・農山漁村の再生
•③ 国内外の新たな需要に即した農林水産業の実現

輸出に取り組む優良事業者表彰

我が国の農林水産物・食品の輸出の優良な取組を広く紹介することにより、輸出促進を図るため、
輸出に取り組む事業者のうち、特に優れた事業者に対して表彰を行うものです。
令和6年度における受賞者の取組内容を紹介していますので、以下のアドレスからご覧ください。

農林水産省ホームページ
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/torikumi_zirei/yusyutuhyousyou.html

熱中症が疑われる場合には
01 作業を中断

（代表的な症状）
• 汗をかかない、体が熱い
• めまい、吐き気、頭痛
• 倦怠感、判断力低下

02 応急処置

• 涼しい環境へ避難
• 衣服をゆるめ体を冷やす
• 水分・塩分を補給

03 病院へ

応急処置をしても症状が改善
しない場合は医療機関で診療
を受けましょう!!

農作業中の熱中症を予防しましょう！

★毎年約30人の方が農作業中の熱中症により亡くなっています。

★死亡事故の約85％が７～８月に発生している一方で、

３～６月にも発生しています。
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